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【根拠条文】 金融商品取引法第24条の２第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2015年７月８日

【事業年度】 第138期（自　2014年４月１日　至　2015年３月31日）

【会社名】 武田薬品工業株式会社

【英訳名】 Takeda Pharmaceutical Company Limited

【代表者の役職氏名】 代表取締役CEO　　クリストフ　ウェバー

【本店の所在の場所】 大阪府大阪市中央区道修町四丁目１番１号

（上記は登記上の本店所在地で実際の業務は「最寄の連絡場所」で

行っております。）

 

【電話番号】 該当なし

【事務連絡者氏名】 該当なし

【最寄りの連絡場所】 東京都中央区日本橋二丁目12番10号

（武田薬品工業株式会社東京本社）

 

【電話番号】 東京(3278)2111（代表）

【事務連絡者氏名】 グローバルファイナンス　フィナンシャルコントローリング

連結会計ヘッド　　竹田　徳正

 

【縦覧に供する場所】 武田薬品工業株式会社東京本社

　(東京都中央区日本橋二丁目12番10号)

株式会社東京証券取引所

　(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

株式会社名古屋証券取引所

　(名古屋市中区栄三丁目８番20号)

証券会員制法人福岡証券取引所

　(福岡市中央区天神二丁目14番２号)

証券会員制法人札幌証券取引所

　(札幌市中央区南一条西五丁目14番地の１)
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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

2015年６月26日に提出いたしました第138期（自　2014年４月１日　至　2015年３月31日）有価証券報告書に添

付しております独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、こ

れを訂正するために有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 
（訂正前）

＜略＞

内部統制報告書に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国にお経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一

般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示

することにある。　

＜略＞

 
（訂正後）

＜略＞

内部統制報告書に対する経営者の責任

　経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と認められる財

務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示することにある。　

＜略＞
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